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畑虫症の臨床的研究（ 3 ) 

各ー積：駆虫薬の臨床的研究

石崎達

東京大学医学部物療内科教室（主任三沢教授）

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和29年 3月16日受領）

1. 緒雷

現在沢山の駆虫薬が出来て民－て，その効果もJ栄々なの

で使用に際して去就に迷う状態であるO

私は太平洋戦宇中応召して中華民国広東省に滞在して

慌たので，当時苦械皮と使君子の臨床実験の機会を得，

叉帰国してから邦産苦棟皮の臨床実験を行った。叉恩師

三沢教授より多数の新駆虫薬を与えられ其の臨床実験を

行った。

実験に際しては薬剤の服用と副作HJの確認，虫体排祉

の有無，糞便内虫卵数の定量を精しくしらベた。

2. 生襲駆虫剤

A. 苦棟皮（中華民国及び日本産の比較）

苦棟皮は漢薬として有名で鶴田（1933)' 中村， 川崎

{1942），木谷（1948）の報告でもその効果の有ることを証

明しているO

しかしその効果は一様ではない。之は生薬と云うもの

が一般的に生育地，植物の老若，乾燥保存の方法等によ

り有効成分の合有量に相当大きい差をもつものであるこ

とが原因のーをなしていると思う。

苦棟反の有効成分は苦味質にあり， Caius(1919-1923) 

は印度産の同属植物から一種の Alkaloidを抽出し，田

口（1931）は毒性の強い結品性物質を抽出したD 私の知る

範囲では有効成分と毒成分が同一で、あるか，叉有効成分

が如何なる物質であるか決定されていなL，、。

生薬的な考察を試みると，苦棟民の原植物は牧野氏の

日本植物総覧（1931）によれば喬木で主に熱有？から亜熱帯

に産する植物，即ちセシ夕、、シ科タイワユ／セこ／ダ、シ Melia

Tatsushi Ishizuki: Clinical studies on ascaris. 

(3) Clinical studies on various anthelmintics. 

(Faculty of Medicine, Tokyo University, 

Tokyo, The Parasitology Division, National 

Institute of Health, Tokyo,) 
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Azedarach Linnaeusであって，日本産のセシダ、〉／は之

の一変種 MeliaAzedarach L., var. japonica Maki-

noであるO 形態学的に両者に若干の差異があそ。 日：本

i阜のセシダ、シは九州四園地方では平地の河川に近い処に

半野生的に生育して居る。その生育北限は関東南部であ

るO

この根氏叉は樹皮を乾燥したものが苦棟皮である。中

国文献（緒民宜1934，粛方丹1939）によればコルク屈は

捨て形成層（白皮）を用いる，そして白皮が葱様芳香を

有し鮮貰色の濃さの強いもの和効きHがあると述べてい

るQ

使用量は 10～20gで遁量では頭痛，下痢，肱金， 筋

繊維産態を起すと云う。印度に於ては果実，花，葉も使

打jする（Kirtikar,1918). 

実験方法と実験成績

a. 駆虫作rnc第 1表参照） 主として煎剤を使った。

根皮，又は樹皮の自民部を乾燥細砕して保存しJTJに臨ん

で煎剤とした。

煎剤は大塚（1942）の著書に述べている漢薬煎剤の製法

に従い，苦棟庇1日量20gを 500ccの水で煮沸30分

乃至1時間後，ガ｛ゼで鴻過し源液を日：本産は1固に，

中国産は2聞に分けて就寝前に頓服させた。

服川者は中国産は直接塗抹法で阻虫卵陽性の日本兵，

日本産は物療内科の軽症患者と職員であるO

姻虫排出の有無は服薬後3日間検便した。

煎剤の成績を示すと第1表の様になる。

即ち根皮では中国産も日本産も共に約so；－，，；の良好な

排虫者率を示したが， 樹氏の成績は中国産が約80%に

対して日本産は殆んど無効で、あった。

苦棟反は中国文献では株別にも有効成分量の差が甚し

いというので，中国産では年数の若い木の根反で試みた

がその排虫者率は約30%であった。こう云う事がある



166 〔寄生虫学雑誌・第 3巻・第 2号

第 1表苦棟皮の駆虫作用

使 製 用

用

部 斉U 法

ヰミ キ良 皮 ＇~~J. 資リ 20 g 

チIS 樹 皮 ！~~ 斉リ 20 g 

産 ヰ艮 皮 拍米一氏
出エキス 10 g相当量

中 キ艮 皮 円！！ 斉リ 20 g 

国
樹 皮 !1![ 持リ 20 g 

キ艮 皮 71＜ エキス 同相当量
産

キ良 皮
アJレゴ戸 Jレ

向井目当量エキ ス

同幼 キ艮 皮 一！三？』立 斉リ 20 g 

上木 キ艮 皮 オくエキス 同相当量

本チE当てIS 
根氏煎 下剤有 20 g 

根皮煎 下剤無 20 g 

ので漢:J;l~は数株の原料を混合して質を平均させて使mす

る。

煎剤服日1の翌日に硫苦20gを300ccの水と共に内服

させて，下剤併用の効果を検査すると第1表下段の様に

何等の効果増強を認めない。

苦練皮はこの様に中国産と日本産の間に効力の差があ

る為に，薬玉県的に有効成分を比較する準備として煎剤か

ら法に従い乾燥水エキス（清水藤太郎1949）を作り煎剤

に相当した量を飲ませると第1表の様に中国産で、は煎剤

と間程度の排虫成績を得た。即ち有効成分の大部分がそ

の依乾燥エキス中に移行した。

円木産では伝研浅野研究室の米一氏が作った粗エキス

の原皮10g相当量を使用して 33.9＆の排虫率があった。

叉アノレコ F ル中にも艮く有効成分が移行するが水エキス

よりは少い。

以上の所見にもとづいて楽碑的に日本産と中国産の有

効成分比較には乾燥水エキスから逆に稀釈して濃度を定

めて，廿日消Jで、中毒実験を行った。

b. 副作目j 第 1表の様に中国産と日本産のどちらも

共に半数以上に下痢叉は軟似，軽腹痛，腹鳴等の腸管刺

戟症状があった。叉小数に頭痛，｛容怠感があった。

副作用はいずれも 24時間以内に快復し日常業務に支

障したり叉は就床しなければならながった程の者はな

も、。

人 排 同 高リ イ／戸 用

虫
痢下便軟 膜鳴痛腹 痛頭 倦§ Jl 者 ラノ

16 12 75 11 6 。 1 

8 。 。 2 1 。 。
6 2 33 。 2 1 。

34 27 80 10 4 2 3 

20 16 80 16 13 12 5 

40 25 62 14 6 3 1 

46 21 45 14 4 18 1 

24 7 29 16 7 10 8 

7 2 28 5 3 1 2 

7 5 71 7 3 。 。
6 7 77 4 3 。 1 

効かない日本産の樹氏では副作打jも少く，排虫効栄と

副作用は或程度比例すると思われるO

日本産と中国産で副作月jは本質的に相違しない。

次に日本産根氏で 3例につき尿中 urobilin 体の定量・

（烏居，増山， 1942）を行った結果， 1日総量でいずれも

正常値の範囲内にあり，服薬前後に増減を認めなかっ

た。即ちこの使円］量では肝臓に著しい障停を与えない。

c. 廿日消による中毒試験と 50.%致死量測定。（50ガ

LDと略記す）先に述べた遁り煎剤の有効成分は大部分

乾燥エキス中に移行するので‘効力比較の為に乾燥水エキ

スを使用した。

即ち乾燥エキスを対数等分割の間隔で稀釈し各種の濃

度の液を作る。

之を体重10g前後の廿日胤5匹宛を一群とした各群

に皮下注射した。液量はつねに 0.2cc （小林 1935）とな

る様に濃度を加減した。

その成績は第2表の様に全部死ぬ群と全部生きている

群と中間の群とが出来る。中毒致死量の頻度分布は正規

分布（Gaddum& Hetrhigton, 1931）であるから， 各

種の稀釈度と死亡率の関係より 50.% LDを知る事が出

来る。

稀釈度の対数を xとし， 之に対応する累積致死率を

確率積分と等しい置にいて確率積分の表（統計学研究会，

1943）から引数tを求め， x,tを同制iにとって作図をする

( 36 ) 
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苦樹皮 7~ エキス溶液皮下注射廿日鼠致死量第 2表

t 

2.7 

27×(3/,1) =2.0 

27×（3/4)2 =1.5 

27×（3/4) 3 =1.1 

27×（3/4)4 =0.8 

＋∞  

+ 1.15 
- Q.18 

- 1.22 

F (t）必

100 

87.5 

42.8 

11.1 

0 

死累積

qfu

円

t

q

O

守

i

－i
 

生累積

0

1

4

8

3

 
可

i

死

F
D
a佳

q
A

噌

i

A

U

生

nu

－－つ
d
s
ι
τ

同対数

0.43 

0.30 

0,18 

0.04 

-1.92 

度（題合有）釈稀

本

邦

産

根

皮

ー－ 0向

本

邦

産

樹

皮

+ 1.44 
+ 1.18 
- 0.18 

- 1.23 

92 

88 

43 

11 

12 

8 

3 

1 

。
1 

1 

4 

8 

4 

5 

2 

1 

5 

1 。
3 

4 

1.59 

1.45 

1.33 

1.20 

38 

38×（りι）=28.5 

38×（ザ』)Zニ 21.5

38×（ 3 I 4) 3二 16.

2 1 2 1 

3 

2 根

皮

中
国
産

即ち廿日消の 50必 LDと臨床排虫率は比例し，中毒

成分の多少が駆虫効果に関係をもっと考えられるO

次に廿日消の中毒症状をみると，注射直後に毛を逝だ

て，薬用量で差があるが 10～30分で呼販困難を作った

間代性痘壌と強直性症害警が交互に起り，用：痔は不明瞭で

あるo 最盛期は 30分乃至1時間後で， 死亡例は時~ 1 

時間以内に死亡し，快復例は漸次底堅が消退して約3時

間後に梢 E元気を快復して来た。翌日は全く正常で遅れ

て死亡した者はない。

。4 

第 3表

。1 

50 ；：~ L D 原皮換算

原皮換算
50 % LD  

7］＜ エキス
50 % LD  

本邦産根皮

本邦産樹皮

中国産根皮

13.9 mg 

131.5 mg 

33～16 mg 

1.53 mg 

22.1 mg 

2～1 mg 

類干重

叉木中毒ではストリキニ｛ネ中毒持の様な尾部反応は

Aらず中枢神経興奮毒と考えるD

人体の副作用が腸管刺戟症状である事と比較すると駆

虫有効成分と中毒成分が同一物である様な感じを与えら

れるO

d. 畑虫に対する影響蜘虫排出は最高16隻，最小1

隻で日本根政で平均3.5隻，中国産根皮で平均2.6隻の

排出を見た。次に駆虫されない姻虫でも相当の被害をこ

うむった筈で、あるO 駆虫薬投与後産卵が一時中止される

事（宮川， 1933）も報告されているO そこで服薬前2日

後に排出された糞艇につき私の方法（石崎， 1953）で虫

卵数を計算し相互に比較すると第4表の様に排虫卵のよ

い日本産根氏煎剤服円j例では虫体排出のない者も含めて

全例虫卵数が著減し，之を乱塊法（増山， 1947）で検定

して 1%以下の危険率で有意であるO

叉無効であった樹皮煎例では全例に虫卵の増減がはっ

きりせず，検定しでも有意の差とならなかった。

と x,t関係は直線となる事から作図により第3表のよ

うに SOLDの概値を知ることが出来た。

かくして日本産苦棟政の樹氏と根反の有効即分の50,9b

LDを比較すると第3表の様に根政原料として 13.9mg,

樹皮原料として 131.5mgで、あった。成ち両者間に 10

倍近い中毒：成分合有量の差がある。之は臨床成積で樹皮

が無t効であったことと対応する。中国根氏は使用廿胤数

少し叉当時は 50%LD測定法を知らなかったので正

確に 50%LDはわからないが当時の実験から範囲を指

定すると根反原料として 33～16mgの間にあり日本産

根皮と略E同値であり，叉臨床成績も同程度の排虫率で

あった。

( 37 ) 
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苦煉皮煎による便内虫卵数の変化部 4表

用作高リ糞便 10mg内虫卵数

倦
怠

腹腹
鳴痛

下軟
痢便

排虫数年齢性名氏
日後3 前

＋ 

＋ 

＋

＋

 ＋ 

1 

74 。
24 

296 

36 

12 

2 

1 

22 ♀ 

22 ♀ 

46 0 

26 0 

33 ♀ 

0

0

0

0

0

 

溝

猪

角

鈴

長

不良

11 

118 

21 

184 

0 

0 

皮

30 

49 
。山
F
D
Q
u

n
d
F
h
u

円

i

。
。22 ♀ 

22 ♀ 

22 ~ 

＋ ＋ 

81 。
0

0

0

0

0

 

。
17 

248 

62 

218 

。20 字

30 ~ 

樟『
川

竹

山

芹

関

沢
皮 。

b. 副作片jは下ffij・軟使・腹鳴腹痛の腸管系刺戟症状と

頭痛・倦怠感である。

廿日消の中毒試験では中枢神経興奮毒と考えられる底

堅が起り， 50% LDは臨床的駆虫効果と時三比例する

から神経興奮説が苦線皮の薬理作用の本質と考えるO

c. 糞便内虫卵数の増減を検査して， 日本産根皮煎で

は全例共に著減し，無効の樹皮煎では増減がない。苦練

皮は寄生畑虫全部に障碍を与えるものであるO

B. 使君子

虫卵数＝ 3回平均値註：

3. 小括と考按

駆虫薬苦棟民の日本産と中国産の両者を臨床的に主と

して煎剤で比較し更に臨床的事実の裏付けに若干の薬

理的試験法をこころみ， 叉生薬学上の考察もこころみ

ザー

れ」O

(1) 序言

使君子は服mし易いため中国では昔から民間で使用さ

れる。日本にも輸入されているO

頼（1935），南条（1941），木谷（1948）等は臨床成績

a. 原植物は日本産は中国産の一変種で形態学上若干

の差異がある。生薬としては中国では根皮を販売し，日

本では樹氏のことが多い。

有効成分は中国産は様皮，樹氏共に多量に含まれるが，

日本産では根には中国産同織に含まれて居るが，樹氏に

は甚冗少し従って無効である。一般に株による有効成

分の多少も言々されるので使JtJに際しては原料は数株混

合がよい。

績－成除駆虫虫国の子君使第 5表

用作冨リ

下軟
痢使

排虫者員総量再
け

を

E
f

腹痛頭痛不快日匝気吃逝

29 

35 

F
D
Q
d
 

τ
i
 

2 

5 

13 

17 

7 

7 

6 

9 

16 

15 

66 

35 

4個生食

同

下剤無

下剤併用

古

ロ
ロロ

11 

15 

1 

9 

。
。

8 

10 

4 

4 

7 

3 

9 

7 

27 

15 

同

同

下剤無

下剤併用

新

ロ
ロロ

( 38 ) 



(1) 序言

阪大今泉教授（1949）の創製したもので海人草・苦棟

皮・表幹・当薬の有効成分を抽出配合して丸薬としたも

のである。 1回使用量は 10～15丸である。三沢教授よ

り効果検定を命ぜられ試験した。

これらの合剤がいかなる相乗作}fJを営むのか不明であ

るが，漢方処方では同一目的に数種の薬を配合し，官入
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生麗抽出成分駆虫剤（ハリスアスミン）3. 
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を報告し， Lanson(1932）も有効性を認めているO

生薬学上はシグシシ料シグシシ Quisqualisvilosa, 

Clarke （牧野，田中 1944）の果実で茶褐色の約3cm長

さの，五稜を有する殻の中に約1cm長の種子があるO

新鮮品は淡緑で古くなると責掲となるO 落花生様の香

りと甘味があるO 古くなって徽が生えると効かなくな

る。

漢方文献（緒民宜， 1934粛方丹1939）では生食すると吃

遁が起り，殻の煎汁には之を抑制する作用があるとい

う臼私の臨床実験は中国滞在中行ったものであるO ハリスアスミンとサントニシ使用成績第 6表

2. 実験方法と実験成績

服問者は直接塗抹法で検便して姻虫卵険性の日本兵で
副作用
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~ 10 Jfl 0市 0 022 0 6♀3 

11 沢 00子 n5 s lQ 
丸 12 長 Oぬ 0 ~23 5 

13 草 O 昇 023 0 

14 岡 00 子~34 1 

15 0沢し00♀38 0 

16 正 O静 O 平27 1 

虫排
年

』性
齢

名氏
あるO 衛生兵の協力で服用させた。

数年経過の古い市販品と採集したての新品とを比較し

た。又一部はラキサトール 0.5gを併用させて下剤併用

の効果もしらベた。

実験成績は第5表の様に古品と新品で、は若干すf品の方

が効くようであるが x自乗検定法（増山， 1949）で検

定して有意の差がない。

しかし古品では下剤併用効果が証明出来た。（5%以

下の危険率で有意）

しかし40%内外の排虫率であるO

副作用は第5表の様に吃逆・幅気・不快感・頭痛・腹

痛・下痢叉は軟便等の神経刺戦とくに腸管系刺戟症状が

軽度ながら起った。

特に吃逆は大部分服薬後1時間内外に起り，程度は数

回で止むものから 24時間も止らない者まであるO 1例

は12時間に吃逆を起した。そこで吃逝の止みにくい者

し
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排虫者 13名
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須 00枝平18

磯 O良 O ♀21

三 O花 O ♀18

小 00代 ♀22

南 Oせ O ♀19

;J、00江 ♀22

0沼ょ O ♀22

川 00ぎ♀20

0屋 O子♀22

16名計
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n
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q
O
4
A
R
U
R
U
円

d
Q
O
n
y

サ

シ

ト

ニ

ン

0
・0
五
五

3名に殻の煎汁をのませたところ， 20分以内に吃逝が消

失した。新品は吃逆を起し：易く，その差は5%以下の危

険率で有意である。

その他の症状は新品と古品の差があきらかでない。下

剤併用で副作用が増強されたのは興奮性のラキサ｛トル

の作用が柑加されたためで、はあるまいか。

(3) 小括

使君子は内服し易いが駆虫効力は強くない。生のまま

食べると吃逆頭痛その他の腸管刺戟症状が起った。吃逝

は使君子に特異なもので，殻の煎汁は之を止めるらし

副作用なし

1）アスミシ例は石崎の定霊法による

2）サシトニン例はアジチホルミンエ｛テ1レ

法で1瓦便中の虫卵数

5名排虫者9名計

備考

L、。
副作用は神経を興奮させるものである。

( 39 ) 
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氏ソーベクシ（小林， 1924，布上， 1926），が之と似た

配合剤であるので，本剤の有効性も大体予想されるもの

であるO

なし

なし

胃不快

なし

なし

なし

なし

なし

副作f日

p 

錠

10 

便 1g中
虫卵数
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2595 7600 
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佐 Oな O ♀40

大 O方 0 045 
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池 O忠 0 018 

山 O 勇 038

高 Oか O ♀43

名氏

1

2

3

4

5

6
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8

 

(2) 実験方法と実験成績

夜間就床時10丸1を固に頓NJさせ，後3日間排伎を検

査して畑虫排出の有無をしらベた。叉一方副作用を精査

し糞便内畑虫卵数の消長を私の方法で行い，服薬前と

3日後とを比較したO

被検者は 16名で入院患者と蜘虫卵陽性の看護婦であ

るO 衰弱者と消化器障碍者は避けた。

比較対照として 8名に Santonin0. 05 gを投与した。 ゴ
、ーJ

その結果は第6表の様に 16名中 13名が虫を排出し

た。之は服薬後1日～2日聞に多かった。

副作用はほとんど皆無で1例に腹痛があっただけで、あ

るO

1名副作用O 名名排虫者8 計

日直吐

日匿気

なし

なし

なし

なし

331! 

34 

44 

23 

181 

134 

1180 

40 

177 

54 

192 

585 

守
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n
u
n
u
n
u
n
u
A吐

に
U

つd

司

i

1 川O美O子♀14
NP 

2 脇 O 次 023 

錠 3 Jr! o市 o・ 022 

10 4 岡 00子♀35

5 川 O源 0 012 

6 川寛 QP匡♀ 9

一名の患者につき服用前後各→昼間にわたり尿中 Ur-
obilin体の定量を行ったが何等の変化をみなかった。

対照の Santonin投与例では9名中5名が虫を排出し
:::? 
、、J

P錠例虫卵数はアンチホノレミシ ・エ戸テJレ法
※印は浮世車法による。
NP錠例虫卵数は石崎の検査法による 10mg 
糞便内虫卵量。

2名

(2）ネオパラサシテ錠（NP錠）

上記P末に Santoninを配合したものである。

P錠と同様に服用した。但し下期jは服用せず。

実験成績第7表の様に6名中4名に排虫を見た。こ

れは服用後3日以内に出たものであるO 副作用は1名に

服用 30分後に恒吐があり胆汁様のものを吐出し 1名は

幅気があったD

糞便内虫!'JJJの変化は私の定量法でしらべて減少を見、

た。之は検定して5%以下の危険率で有意であるO

(3) グロ戸ナフトーノレとそのアセタ｛ト

組成は白色針状結品の 1グロ｛ル 2オキシナプタリシ

（緒方，金子 1648）であるO

投与方法は早朝空腹時1群には 3g, 1群には4gを

服用させた。

実験成績 3g例では 10名中4名に排虫あり。 4g例

では8名中5名に排虫あり。

副作則は 3g例では肢畳，腹痛，胃部不快感。 4g例
では軽頭痛があった。

た。副作用はなかった。

ハリスアスミ γの排虫成績を Santonin0.05 gの排

虫成績と比較すると前者が排虫率がよく 5%以下の危険

率で有意の差であるO

次に糞促lOmg内蜘虫卵数を服rn前と服m日後で比

較すると第6表の様に著明に虫卵数が減少し乱塊法で検

定して5%以下の危険率でその差出有意である。

Santonin例は AntiforminAthel集卵法によるもの

なので操作誤差に覆れて有意の差が出ない。

(3) 小括

ハリスアミシの排虫効果は良好で.Santonin 0. 05 g 

頓用の効果よりすぐれているO 副作用は殆んどないと考

えてよい。

副作用排虫者 4 名6名計

備考

合成駆虫襲

いずれも三沢教授より検定を依頼されたものである。

(I) パラサシテ錠（P錠と略記す）

ブェニノレチオカノレバミシ酸ェチル・同プチノレ・タシエ

シ酸ペレチエリシの3種配合薬で，帯黄白色結晶性粉末

である0 711けと難溶で Alkoholと脂泊に比較的良くとけ

る。 1錠中のパラサシテ量は0.1gである。

就寝前にP錠 5個，翌早朝5f同内服して後5時間で硫

苦20gを投与した。

実験成績第7表の様に使月j者 8名中排虫者なし，副

4. 

( 40 ) 

作用は1名に買部不快感があった。
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クロー 1レナフト F Jレと其のアセタ

戸ト使用成績
第 8表 スタ｛の使用成績リ第 9表
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一瓦

るO これは検定して 5必以下の危険率で有意の差であ

るo

(4) リスター

組成はベン’チル・アセトアミドフェニル・チオカルバ

ミドであるO

582峰頭痛

434なし

Oなし

25なし
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投与法は 0.3gを2包に分け夜間就寝前と翌早朝に分

服した。服用者は軽症患者と健康鬼である。

服用者13名中2名に排虫あり，糞便内虫卵は排虫者で

著明に減少した。副作目jはなかった。

(5) 小括と考按

これらの合成薬は生体外実験で艮効な殺虫効果があっ

たと称するものがあるが，臨床試験の結果いずれも特記

すべき効果がみとめられなかった。

5. 金篇の総括と結論

前後3固に分けて報告した3種の論文は綜合すると次

の様になるO

畑虫症の研究と駆虫薬の効果判定には糞便内虫卵数の

変化を確実に追及することが必要であるO そこで私は直

接塗抹標本による糞便内姻虫卵数定量法を倉ij案した。

そしてこの方法を使ってしらベた結果，畑虫卵の毎日

の排出量は略主一定で，使（50%乾燥量を標準量として）

lOmgにつき雌1隻の排出虫卵は 100伺内外であるo従

って虫卵数から寄生雌虫の数も略E推定出来る可能性が

あるo

この方法で－飽和食塩水浮説法と AntiforminAethel 

四
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一瓦

1320 980なし

1820 930なし

295 235腹痛
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9260 2020腹痛

4310 4810なし

14180 10100なし．
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前後2者の虫卵数はアンチホJレミンエ｛テノレ

法，中間者例は石崎法10mg内虫卵数
備考

向 1例っき投与前後各1週間毎日尿中 Urobilin体を

定量したが変化がなかった。

クロールナフトール・セタ｛トは水に難溶であるO 之

を早朝空臨時 3g投与して 2間後硫苦を与えた。

実験成積は8名中2名に排虫をみた。副作mは肱畳・

腹痛であるO

グロ｛ルナフトール 4g投与例の糞便内虫卵数は私

の定量法で検定して服用3日後の検査で減少を見てい

( 41 ) 
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i去の集卵率をしらべたところ，低い集卵率であ．った。

この私の定量法を利川して蜘虫寄生と腹痛の関係を体

質的にしらベた結果，幼年者は感染濃度が高いようであ

るO

体質敏感者では蜘虫寄生によってヒスタミシ庇内反応

が出易くなるO

畑虫による腹痛と判然と言えるのは下痢を伴わない激

痛である。しかし一般的に姻虫寄生者に起った腹痛（原

因は何かわからないが）は長引く傾向があるO 寄生虫数

の多い者（多数虫卵排出者）には腹痛が起り易い。

しかし腹痛を主にして考えるとその原因は姻虫以外に

あることが多い。

各種駆虫薬を臨床的に使用して見た成績は次の通りで

あるO

苦棟B乙と使君子は副作用及び動物実験等から考えて神

経興奮毒であるD 効果は苦械Elは使月j量で 80必の良効

な排虫率であるが， 使君子は 40.%で・劣るO 苦棟反は日

本産は中国産の変種で有効成分は同ーらしいが含有量は

日本産樹皮は甚だ少い。根Elは両者共よく効く。糞便内

虫卵数の消長により駆虫出来なかった姻虫にも強い作HJ

を与えることを知った。

市販の駆虫剤数種の内，ハリスアスミシは良好な駆虫

効果を示し，糞便内虫卵数も減少した。他の駆虫剤即ち

パラサンテ，ネオパラサシテ，グロ戸ルナフトール， リ

スター等は駆虫効力は劣る。

稿~終るに臨み御懇篤な御指導と御校聞を賜わった思

師三沢教授に深い感謝を捧げ，同時に御援助下された鳥

居助教授，増山博士，井上学士，東邦医大久内教授に謝

意五三表します。
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